
 

３.活動の課題、地域の課題について 

・意識啓発をしてきたが福祉に関わる人は少な

い。 

・公的な福祉制度では介護認定を受けると今ま

でいたコミュニティサロンに行けなくなる。 

・デイサービス、民営サービス、地域のサロン

などのパターンだけではなく、自分たちのまち

に本当に必要なものをつくることが必要にな

る。 

・行政や社協の仕事は「血が通っていない」。

市民のものになっていない。直に触れて喜ぶと

か、悲しむことが抜けている。 
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１.きっかけについて 

もともとは地域ボランティア活動として。 

９年前にＮＰＯを立ち上げました。 
 

２.活動内容について 

介護保険デイサービス、介護予防、地域の助けあ

い、地域交流活動、子育て支援、ボランティア活

動（おせち配達、エコサポートなど）。無償のボ

ランティア活動は一人月１回以上行う（強制では

なく、自主的に）。365日オープンしている。 

いち市民として市民のために活動を行っている。 

地区を限定しない活動（送迎できる範囲） 

ＮＰＯ法人「リビングサポートあいあいの家」を見学し、代表の数井さんにお話を聞きました

ので、レポートします。 

輪投げをや

っています。 

みなさん真剣

にお話を聞い

ています。 

たくさんの

活動を行っ

ています。 

みんなで「あい

あいの家」の見

学に来ました。 

子どもたちが

遊んでいます。 


